
昭和26年3月、現在の東京大学検見川総合運動場で、
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博士らにより古代ハスの実（種）が掘り出されました。

その後、発芽・開花に成功し、

昭和29年に千葉県の天然記念物に、

平成5年に市の花に決定しました。

ハスの実（種）を育てると・・・ ハスの地下茎（レンコン）

みんなも知っている、　レンコン　になります！
でも、大賀ハスは花や葉っぱに栄養がいってしまう

から、細くて小さいのです。

泥の中で育ったハスの地下茎はやがて、葉っぱを出します。

葉っぱのふしぎ！？ 花のしくみ

　雨が降っている時や、降った後に葉っぱを見てみると・・・

～　2000年のねむりからさめた花　～
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すごい　①

クイズ 本物はどっち？
ハスの実（種）はどっちでしょうか？

A B

ここまで育ったものが

千葉公園に植えられました

葉っぱの上で水のつぶが、

コロコロと転がっているね！

ハスの葉っぱは、

水をはじくんだね～

花びらの数は

１４ ～ ２０枚

開いた時の大きさは

２４ ～ ２８㎝もあるの！

発見した大賀博士にちなみ、

「大賀ハス」と名づけられました

クイズ の答えは、 B

葉っぱの大きさは

３５～４０㎝
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花托の断面
でも、千葉公園では別の種類のハスができないように

花が終わると、種が成長する前に切ってしまいます。

大賀ハスの仲間

大賀ハスは、　“花の大使”　としても、国内はもとより海外などにも贈られ、友好と親善にも一役かっています。

大賀ハス 　中国古代蓮

昭和38年、大賀ハスの実100粒（うち50粒は千葉公園の実）を

友好と平和の象徴として中国へ贈り、中国古代蓮と交配して、

中日友誼蓮が作られました。

その後、中国から日本に贈られ、両国の心の華となっています。

大賀ハス 王子蓮
　（アメリカ黄蓮）

昭和41年、大賀ハスと王子蓮（アメリカ黄蓮）と交配させて

作られました。

花びらが舞うように閉じる様子がきれいな花です。

昭和43年、東宮御所にて皇太子殿下ご夫妻がご覧になり、

美智子妃殿下の美しさになぞらえて舞妃蓮と名づけられました。
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見頃（最盛期）には

３００個 ほどの花を

楽しむことができるよ♪

クイズ これ、な～んだ？

答えは、 受粉後、種をつくるために成長した花托です。
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